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未
入

会
者

と
は

、協
会

に
加

入
す

る
こ

と
が

で
き

る
歯

科
医

師
で
す

。

会
費
の
減
免
制
度

歯
科
臨
床
・
学
術
学
会
部

は
「
初
め
て
の
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
―
や
っ
て
み
て
ど
う
だ
っ

た
か
―
」
を
テ
ー
マ
に
２
月

23日
、
講
習
会
を
開
い
た
。

岡
見
克
也
氏
（
西
淀
川
区
）

が
話
題
提
供
し
た
。
参
加
者

の
多
く
は
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
未

経
験
も
し
く
は
２
～
３
例
の

経
験
と
い
う
先
生
方
が
多

く
、
活
発
に
質
問
が
飛
び

交
っ
た
。

岡
見
氏
か
ら
、
術
前
の
考

究
用
模
型
、
パ
ノ
ラ
マ
レ
ン

ト
ゲ
ン
、
口
腔
内
写
真
か
ら

始
ま
り
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の

埋
入
位
置
、
本
数
、
サ
イ
ズ

決
定
の
考
え
、
そ
し
て
ス
テ

ン
ト（
シ
ー
ネ
）の
作
製
、
術

中
術
後
の
考
察
や
反
省
点
な

ど
を
述
べ
て
も
ら
っ
た
。
本

症
例
で
は
、
ま
だ
上
部
構
造

が
装
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

が
（
術
後
３
カ
月
程
度
の
た

め
）、
こ
れ
か
ら
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
初
め
ら
れ
た
り
、
経

験
の
少
な
い
歯
科
医
に
と
っ

て
は
非
常
に
興
味
深
い
発
表

で
あ
っ
た
。

各
メ
ー
カ
ー
や
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
研
究
施
設
主
催
の
講
習

は
日
常
数
多
く
開
催
さ
れ
て

い
る
が
、
本
当
に
聞
き
た
い

事
、
知
り
た
い
事
、
不
安
な

事
は
な
か
な
か
聞
い
た
り
、

知
る
こ
と
が
難
し
い
。
今
回

の
よ
う
な
発
表
形
式
の
な
か

で
気
軽
に
質
問
が
で
き
、
各

人
の
思
い
や
疑
問
を
具
体
的

に
解
決
で
き
る
の
は
臨
床
懇

話
会
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ

る
。歯
科
臨
床
懇
話
会
メ
ン
バ

ー
ら
が
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
を
軸
と
し
た
治
療

方
針
や
方
法
、
咬
合
に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

ド
リ
リ
ン
グ
時
の
注
意
点
や

初
心
者
が
陥
り
や
す
い
ミ

ス
、
そ
の
リ
カ
バ
リ
ー
法
な

ど
の
解
説
も
あ
り
、
参
加
者

は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
た
。

（
淀

川
区

・
林

哲
平

）

別
の
レ
セ
プ
ト
だ
け
を
見
て

過
剰
診
療
だ
と
主
張
し
て
保

険
者
再
審
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
た

め
、
一
次
審
査
で
は
個
々
の

レ
セ
プ
ト
に
「
過
剰
」
が
疑

わ
れ
て
も
、
医
療
機
関
全
体

の
レ
セ
プ
ト
を
見
渡
し
て
、

患
者
の
個
別
事
情
を
汲
み
取

る
な
ど
、「
個
別
か
つ
総
覧
」

の
方
針
で
適
正
化
に
努
め
て

い
る
。

再
審
査
請
求
を
し
な
い
理

由
を
ア
ン
ケ
ー
ト
す
る
と
、

「
面
倒
」
「
し
て
も
無
駄
」

「
査
定
額
が
少
な
い
」
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
患
者
の

受
療

権
を

守
る

観
点
か
ら
医

療
機
関
か
ら
の
再
審
査
、

特

に
面

談
方
式
を

強
く

呼
び
か

け
た
。

ま
た
、「
に
ら
ま
れ
る
」

関
空

二
期
事

業
推

進
や
生

活
保

護
の
一
時

金
廃

止
、

府

立
病

院
の

独
立
法
人
化
な

ど
、

来
年
度

予
算

案
を
審

議

す
る

大
阪

府
議
会
が
２
月

25

日
、
開
会
し
た
。

府
議
会
開
催
日
に
あ
た

り
、「

府
民
の

命
と

暮
ら
し
を

守
れ
」
と

府
民

要
求

連
絡
会

が
主
催
し
た

府
庁
前

昼
休
み

集
会
に
は

府
民
ら
３

０
０
人

以
上
が

集
ま
っ
た
。

住
江

憲
勇
氏
（

大
阪

府
保

険
医

協
会
理
事

長
）
は
、

「
混
合
診
療
解

禁
に
よ
る

自

費
診
療

へ
の
患
者

負
担

押
し

付
け
や

高
過

ぎ
る

国
民

健
康

保
険

料
滞

納
世

帯
の

急
増

は
、

お
金
を

持
っ
て
い
る
も

集
会
後
、
関

空
二

期
工
事

反
対
、

府
立

病
院

守
れ
と

シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー

ル
を
上
げ

な
が
ら
、

府
庁
を
取
り

巻
く

デ
モ

行
進
を
し
た
。

府
の

実
質

税
収
入
は

90年

を
ピ
ー

ク
に

減
少
し
、

05年

度
末
の

負
債

残
高
は
見

込
み

で
４

兆
９

６
５

９
億

円
と
全

国
最

悪
の

危
機
的

状
況
で
あ

る
。
し
か
し
、

太
田

房
江

大

阪
府
知
事
は
、
あ
く
ま
で
関

空
二

期
や

阪
神

高
速

延
長
と

い
っ
た

大
型
開
発
に

固
執

し
、

大
企

業
の

誘
致
に

補
助

金
を

大
盤

振
る

舞
い
す
る
。

一
方
、
医
療

費
助

成
制
度
の

改
悪
や

私
学

助
成
・
生
活
保

護
一
時

金
の

削
減
な
ど
を

進

め
る

路
線
を

改
め
よ
う
と
は

し
な
い
。

大
阪

府
の
不

況
原

因
は
、

家
計

消
費
の

冷
え

込

み
が
主

要
な

原
因
で
あ
り
、

根
本
的
な

府
政
の

転
換
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

協
会
で
は
、

15年
以
上

継

続
し
て

協
会
の
会

員
で
あ

り
、

年
齢
が

①
満

70歳
以
上

は
会

費
を

減
額
（
月
会

費
５

５
０

０
円

↓３
０

０
０

円

に
）

②
満

75歳
以
上
は
会

費

を
免

除
す
る

制
度
（

特

別
会

員
規
程
）が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
そ
の
会

員
が

協
会

の
休

業
保

障
制
度
ま
た
は
保

険
医

年
金

制
度
の
い

ず
れ
か

の
掛
け

金
を

払
い

込
み
中

は
、
こ
の

制
度
は
適
用
さ
れ

ま
せ

ん
。
ま
た
、
会

費
免

除

会
員
に
は

『
歯
科
保
険
診
療

の
研
究

』
な
ど
の

書
籍

類
は

配
布
さ
れ
ま

せ
ん
。

協
会
発

行
物
の
う

ち
『

大
阪
歯
科
保

険
医

新
聞

』
に

限
っ
て
の

配

布
と
な
り
ま
す
。

本
制
度
の

申
請
は
、

協
会

事
務

局
・

組
織
部

担
当
ま
で

ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

の
し
か
医
療
に
か
か
れ
な
い

状
況
を
生
み

出
し
て
い
る
。

大
阪

府
民
の

命
と

健
康
を
ど

う
や
っ
て

守
っ
て
い
く
の
か

を
考
え
る
の
が
知
事
の

役
目

で
は
な
い
か
」
と

府
政

転
換

を
求
め
る

府
民
一
人

ひ
と
り

の
行

動
を

呼
び
か
け
た
。

府

立
成
人

病
セ
ン

タ
ー
の

看
護

師
か
ら
は

府
立

病
院
の

独
立

法
人
化
に
反

対
す
る

運
動

へ

の
協

力
を

訴
え
た
。

医療費助成の復活や大型開発の中止
をコールし、デモ行進する集会参加
者＝２月25日、府庁周辺

の
で
は
と
の
不
安
も
あ
る
よ

う
だ
が
、
こ
れ
は
常

識
の
ウ

ソ
で
、
再
審
査
請
求
に
よ
っ

て
、
審
査
の

姿
勢
が

変
わ
っ

た
例
は
い
く
つ
も
あ
っ
た

と
、

現
役
時

代
の

実
体
験
を

紹
介
し
た
。

総
会
は
、
活

動
の
ま
と
め

と
方
針
・

収
支

報
告
・

予
算

を
確

認
、

地
区

責
任
者
を

選

出
、

24人
が
参
加
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら

混
合
診
療
が

解
禁
さ
れ
れ

ば
、
い
っ
た
い

ど
の
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る

の
か
を
お
話
し
ま
す
。

昔
か
ら

厚
生
省
は
「
歯
科

医
療
は

命
に

直
接
関

係
な

い
」
と
し
て
、
保
険
診
療
の

評
価
を

低
く

抑
え
て
い
ま
し

た
。

１
９

６
０

年
代
、
ア
メ

リ
カ
か
ら

タ
ー

ビ
ン
と

呼
ば

れ
る
歯
を

削
る
機

械
が

導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

技
術

革
新
が

大
き
く

進
み
ま

し
た
。
し
か
し
、
保
険
医
療

費
の

拡
大
を

抑
え
た
い

厚
生

省
は
、

技
術
の

進
歩
や
歯
科

医
療

へ
の

ニ
ー
ズ
に

対
し

て
、
保
険
を

拡
大
し
な
い

対

応
で
し
た
。

差
額

料
金
を

支
払
わ
な
け

れ
ば
ま
と
も
な
診
療
が

受
け

ら
れ
な
い
シ
ス
テ

ム
を
つ
く

り
上
げ
よ
う
と
し
た
こ
と
か

ら
、

差
額

料
金
が

異
常
に

高

額
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ

れ
に

対
し
て
、

国
民
か
ら
歯

科
医
療
バ
ッ
シ
ン
グ
が

起
こ

り
ま
し
た
。

76年
に
は

差
額

�����������������

協会行事案内 お申し込みは
電 話 06-6568-7731

ファクス 06-6568-0564

講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会

までお申し込み下さい。

70歳
以
上
は
減
額
･

75歳
以
上
は
免
除

歯科臨床・
学術学会部

イ
ン
プ
ラ
ン
ト
で
講
習
会

質
問
飛
び
交
い
、疑

問
を
解
決

３
月
度
生
涯
研
修

「
健
康
を
守
り
育
て
る
歯
科
医
療
―
予
防
的
診
療
の

『
最
初
の
一
歩
』―
」

日
時
３
月

13日（
日
）午
前

10時
～
午
後
１
時
定
員

100人
会
場

ハ
ー
ト
ン

ホ
テ

ル
南

船
場
・
マ

ロ
ニ

エ
ホ
ー
ル
（

地
下

鉄
「
心
斎

橋
」
駅
徒

歩
３
分
）

講
師

藤
木
省

三
氏
（

神
戸

市
開

業
、
日
本

ヘ
ル
ス
ケ
ア
歯

科
研
究
会
コ
ア
メ
ン
バ
ー
）

会
費
会

員
・
ス
タ
ッ
フ
３
千

円
、
未
入
会
者

１
万

円

「
社
保
講
習
会
」
第
３
回
目

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』
第
１
～
８
章
を
テ
キ
ス
ト
に
し
た
講
習
会
で
す

日
時
３
月

26日
（

土
）

午
後

６
時
～
８
時

内
容
「
歯
周
疾
患
、
歯
冠

修
復
・
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
」

講
師

社
保
研
究
部
講

師
団

会
場
保
険
医
会
館

会
費
会

員
無
料
、
未
入
会
者

１
万
円

定
員

60人
※

『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
（
２

０
０
４

年
４
月
版
）』
を

ご
持
参
く
だ
さ
い

期
間
３
月

12日
（
土
）
ま
で

時
間
帯

①

10時
～
②

13時
～
③

14時

30分
～

④

16時
～

費
用

医
業

所
得
の
み
の

場
合
２

万
円
（
な

お
、

白
色

申
告

で
簡
易

計
算
の
場
合
は

１
万

円
）

※
電
話
に
よ
る
事
前

予
約

制
で
す
。
医

業
所

得
の

ほ
か
に

所
得
が
あ
る

場
合
や

複
数
人
数

分
の

ご
相

談
の

場
合
に
は
、

別
途
費
用
が
生
じ
ま
す
。
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

「
確
定
申
告

個
別
相
談
会
」

協
会
の

三
島

地
区
は
２
月

20日
、

高
槻

現
代

劇
場
で

地

区
総
会
を
開
い
た
。

総
会
に
先

立
ち
、

橋
本

巌

氏（
元

支
払

基
金

職
員
）が
、

「
支

払
基

金
の
審
査
の

現
状
」

で
講

演
し
た
。

橋
本
氏
は
、
「
審
査
を
め

ぐ
る

攻
防
」
で
、
保
険
者
に

雇
わ
れ
た
い
わ

ゆ
る
「

削
り

屋
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

「
削
り

屋
」
は
、
レ
セ
プ
ト

１
枚
あ
た
り

30～

60円
で
点

検
を
請
け

負
い
、

減
点
額
に

応
じ
て

成
功

報
酬
を

申
し

受

け
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、「
ダ
メ

元
」

で
再
審
査
を
求
め
た
り
、
個

制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、

こ
の

間
に
歯
科
医
療
は

致
命

的
な

傷
を

負
い
ま
し
た
。

結

局
、

差
額

徴
収

制
度
が

残
し

た
も
の
は
、
保
険
診
療
に

お

け
る
歯
科
の
シ

ェ
ア
の

激
減

と
、

国
民
の
歯
科

受
診

手
控

え
傾

向
の
２
つ
で
し
た
。

混
合
診
療
が
解

禁
さ
れ
て

い
け

ば
、

間
違
い
な
く

公
的

保
険
医
療
は

縮
小
し
、
患
者

負
担
が

増
え
ま
す
。
歯
科
医

が
保
険
で
が

ん
ば

ろ
う
と
し

て
も
給
付
範
囲
が
狭
め
ら
れ
、

医
院
経

営
が

成
り

立
た
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

何
よ

り
も

お
金
の
あ
る
な
し
で
治

療
を

受
け
ら
れ
る
か
ど
う

か
、

命
を

救
え
る
か
ど
う
か

が
決
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

こ
ん
な

危
険
な
内

容
を

持

つ
混
合
診
療
解

禁
に

対
し

て
、
反

対
の

声
を
日
本
中
に

大
き
く

広
げ
る
こ
と
が

必
要

で
す
。

皆
さ

ん
、

混
合
診
療

を
日
本
の
医
療
に

持
ち

込
ま

せ
な
い
た
め
に
一

緒
に
が

ん

ば
り
ま
し
ょ
う
。

集
会
で

登
壇
し
た

戸
井

逸

美
氏
（

東
成
区
）
の
発

言
要

旨
を

紹
介
す
る
。（

編
集

部
）

◇

歯
科
で
は
、

以
前

差
額

徴

収
制
度
と

呼
ば
れ
る

混
合
診

療
の
時

代
が
あ
り
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

府
議
会
開
会
日

府民要求連絡会が主催

�命と暮らしを守れ�と
府庁前で300人が集会とデモ

講
演
は
橋
本
巌
氏
の「

審
査
の
現
状
」

三
島
地
区
総
会

方
針

･予
算

を
確

認

戸井逸美（東成区）

混合診療解禁は保険
医療の枠を縮小する

お知らせ

休
保

・
年

金
の

掛
け

金
払

い
込

み
中

は
対

象
外

日
時

４
月

17日
（
日
）
午
前

10時
～
午
後
１
時

会
場
保
険
医
会

館
定
員

60人
講
師

松
下

寛
氏
（
東

京
都

板
橋
区
開

業
）

会
費
会

員
３

千
円
、
未
入
会
者
１

万
円

４
月
度
生
涯
研
修

「
症
例
で
わ
か
る

早
い
！
安
い
！
う
ま
い
！
『
明

快
総
義
歯
作
り
』」

日
時

４
月

16日
（

土
）
午
後
２
時

30分
～
４
時

30分
会
場
「

三
井
ア
ー
バ
ン

ホ
テ

ル
大

阪
」（

地
下

鉄
御

堂
筋

線
「
中
津
」

駅
４
番

出
口
直
結
）

講
師

波
平

恵
美

子
氏
（
お

茶
の

水
女

子
大
学
教

授
）

会
費

会
員
無

料
、
未
入
会
者
１
万

円
定
員

60人
２
部
懇
親
会
（

午
後

５
時
～
８
時
）

会
費

６
千

円

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
「
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
交
流
会
」

１
部
「
医
療
人
類
学
か
ら
み
た
エ
イ
ズ
」

日
時
３
月

27日
（
日
）

午
前

10時
～

12時

30分
会
場

千
里

阪
急

ホ
テ

ル
・

仙
寿
の

間
（

地
下

鉄
御

堂
筋

線
「

千
里
中
央

駅
（
南
改

札
口
）」
か
ら
す

ぐ
）

講
師

吉
永

勉
氏
（
生

野
区
開
業
）

定
員

１
０
０
人

会
費
会

員
・
ス
タ
ッ

フ
無
料
、
未
入
会
者

１
万

円

北
大
阪
地
区
総
会

記
念
講
演
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
歯
科
医
院
経
営
」

グ
ル
メ
紀
行
を
訪
ね
て
「
天
見
温
泉
･南
天
苑
ツ
ア
ー
」

登
山
・
温
泉
・
お
料
理
を
満
喫
し
ま
し
ょ
う
！

日
時
３
月

27日
（
日
）

午
前
９
時
～

午
後
３
時
く
ら
い

行
き
先

府
庁

山
お
よ
び

天
見

温
泉（

河
内

長
野

市
）･南

天
苑（

�

０
７
２
１
―

68―
８
０

８
１
）

会
費

６
千
円

集
合

午
前

９
時
に
南

海
高

野
線
「
千

早
口
」
駅

改
札
集
合

定
員

10人
程
度
（
定
員
に
な
り
次

第
〆
切
）

※
申
し
込
み
は
３
月

18日
ま
で
に
協
会
事

務
局
ま
で

堺
・
高
石
・
和
泉
地
区
文
化
企
画


